留学報告 by 伊藤 友章
第 168回東京医科大学医学会総会 ─ ─1212012年 1月
（　　）32
R2 長田　卓也（健康増進スポーツ医学）
【留学先】
デンマーク・デンマーク王立病院及びコペンハーゲ
ン大学・The Copenhagen Muscle Research Centre
【留学期間】 赳任日 : 平成 22 年 3月 31日
      帰国日 : 平成 23 年 4月 1日
【研究テーマ】
 「運動時活動筋における微小循環動態に関する研
究」
　平成 22年 4月 1日から平成 23年 4月 1日まで、
日本学術振興会による海外派遣事業の助成によりデ
ンマーク・コペンハーゲンにある The Copenhagen 
Muscle Research Centreにて基礎的研究に従事させて
頂きました。北欧では古くからヒトを対象として運
動に関連した応用研究が盛んに行われてきた背景が
あり、旧衛生学公衆衛生学講座の故岩根教授から引
き継がれている「運動に関連した基礎的応用研究か
ら臨床への疾病予防」というテーマで研究する最適
な環境があります。
　上述の受入先の研究施設は、デンマーク王立病院
やコペンハーゲン大学の付属研究施設に位置してお
り、骨格筋の運動時血流調節、脂質・糖質代謝や脳
循環等に関連した研究を幾つかの研究施設のもとで
遂行しております。数年前にこの施設長を既に退官
し、私の指導教授でもある Saltin名誉教授は Bed 
Rest実験、すなわち意図的な長期間ベッド上安静（不
活動状態）後の廃用状態からの体力トレーニングの
効果を検証した先生であり、退官後の現在でも幅広
く研究分野において活躍されております。
　平成 12年より 2年間ほど同センターにて研究に
従事していた経緯もあり、当時と比べて医療機器や
データ解析能の向上のおかげで今迄未知であった領
域の研究が進み、あるいは人事においては当時所属
していた同僚研究者の大半は他大学研究施設へ移動
しているなど、10年の歳月を感じました。その一
方で研究のプロセスに関しては基本的に大きな差が
感じられず、従来の研究成果の積み重ねが大切であ
ることも実感しました。
　本期間では超音波法の新たな測定手法として経静
脈性超音波造影剤を使用した技術が臨床面において
応用されつつありますが、この手法を用いて骨格筋
の活動に伴う微小循環の変化等について検討を行い
ました。この度、海外での研究派遣の機会を与えて
下さいました勝村俊仁主任教授、ならびに健康増進
スポーツ医学講座の先生・スタッフの皆様方に感謝
いたします。
R3　伊藤　友章（皮膚科学）
【留学先】
National Institutes of health　National Institute of Aller-
gy and Infectious Diseases Laboratory of Allergic Dis-
eases, Bethesda MD, USA
【留学期間】 赳任日 : 平成 20年 4月 1日
      帰国日 : 平成 23年 1月 13日
【研究テーマ】
　「Generation of a hypoactive mast cell phenotype 
through reprogramming with prolonged SCF exposure」
　肥満細胞は、アトピーやアナフィラキシーなどの
アレルギー疾患において重要な役割をしめす。抗原- 
IgE応答により活性化が生じ、脱顆粒に関わるヒス
タミンや様々な炎症性サイトカインやケモカインな
どを産生放出させ I型アレルギー反応が生じる。
KIT ligand である stem cell factor （SCF）は、肥満細
胞の増殖・分化・生存に重要である。また、短時間
の SCF刺激により脱顆粒能が亢進する。生体内で
は SCFが分泌されており、肥満細胞の分化増殖に
関わる。
　今回我々は、肥満細胞における SCFの役割を詳
細に検討するため、SCF刺激により肥満細胞の phe-
notypeが変化するかどうか検討を行った。IL-3で
培養したマウス骨髄由来肥満細胞（以下 BMMC）
に SCFで 72時間以上刺激させると、分化後や分化
誘導中の BMMCでは、脱顆粒能やサイトカイン産
生能が低下する。一方、IL-3と SCFで誘導させた
成熟 BMMCから SCFを除いた環境にしても肥満細
胞の活性化は、IL-3で誘導させた BMMCより低く、
phenotypeの変化は認めなかった。SCFにより肥満
細胞の phenotypeが変わる理由として、IgE受容体、
KIT受容体の発現量の低下やカルシウム流入シグナ
ルや PKC活性の低下を認めず、Hck遺伝子発現に
有意差を認めたためである。以上結果より SCFは
肥満細胞の phenotypeを変え、機能活性に大きな影
響があるということが判明した。これらの解明は、
肥満細胞由来疾患の病因や治療、現在も明らかにさ
れていない肥満細胞の分化の研究に大きく貢献がで
きる。
